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月影の富士「ムーンライト富士」�月影の富士「ムーンライト富士」�

富士宮砂防出張所 技術係長�
　　　　　小柳　正明�

「ふじあざみ」に掲載している内容・データ等は、現時点までに得ている調査結果を基にしています。�
　今後の調査等の進展により、内容の一部または全部に変更が生じる場合もあります。�

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。�富士山に関する古い写真・資料等をお持ちの方、�また災害体験をされた方の情報の提供をお願いいたします。�

TEL.0544-27-5221

■富士宮砂防出張所�
〒418-0103　静岡県富士宮市上井出1321-9�
TEL.0544-54-0236

インターネット  http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/■国土交通省富士砂防事務所�
〒418-0004　静岡県富士宮市三園平1100�
担当／総務課長・小川、または調査課長・石原まで�

9月25日「西湖いやしの里　根場」�
砂防資料館オープン�

災害復旧支援協力会社への感謝状授与�

キャンプ砂防2006 in 富士山�

天竜川（長野県箕輪町）における��
堤防決壊箇所の応急復旧支援�

夏休み　富士山大沢扇状地　自然観察会�
雨天による中止のご報告�

富士山総合学習及び現地見学会等結果報告�

平成17年度　優良工事表彰�

　9月11日（月）富士砂防事務所は、平成18年7月豪雨による天竜
川の災害に際し、迅速な対応で災害復旧資材の運搬に貢献された
協力会社に感謝状を授与しました。��
　協力会社名：佐野藤建設（株）／（株）望月建設／（株）小松建設�

　9月11日（金）、富士砂防事務所が発注し、平成17年度中に完成
した工事において、特に優秀な成績をおさめた施工者に優良工事
表彰を行いました。��
・優良工事施工者 富嶽経常建設共同企業体�
 （代表者：（株）小松建設、構成員：（株）望月建設）�
・優良業務請負者 国土防災技術（株）��
・優良技術者（工事）� 西武建設（株）名古屋支店　中野伊佐男氏��
・安全工事施工者� 西武建設（株）��
・下請業者への感謝状授与　（有）竹川建設�

　8月9日（水）に予定されていた「夏休み　富士山大沢扇状地　自
然観察会」は、雨天の為、中止となりました。�

私が担当しています�

　大沢川扇状地等の砂防工事現場の
担当をしております。�
　大沢扇状地では、大沢崩れより発生
する土石流を扇状地内の砂防施設に
より土砂を堆積させ、下流域の災害を
防止する工事を行っております。�

　これからも富士山南西山麓を土砂災害から守る砂防
事業を実施していきます。�

実施日� 参加人数�見学者等� 行事内容�

7月18日 (火)  JICA各国 10 概要説明と扇状地見学�

7月20日 (木)  阿幸地区　阿幸地クラブ(高齢者学級) 50 概要説明（出前講演）   �

7月21日 (金)�

    22日 (土)   �

7月27日 (木)  静岡新聞　富士宮支局 1 取材�

7月27日 (木)  子ども富士川流域交流会 101 扇状地見学    �

7月29日 (土)  静岡市建設業協会 40 扇状地見学    �

7月29日 (土)  一般者 多数 富士吉田市制祭パネル展 �

8月1日 (火)  県立富士高校理数科 40 大沢崩れ見学  �

8月2日 (水)  富士常葉大学（教職員） 12 大沢崩れ見学    �

8月2日 (水)  富士常葉大学（教職員） 13 扇状地見学    �

8月3日 (木)  日本大学地球システム化学科 21 概要説明と扇状地見学 �

8月3日 (木)  東京農業大学 4 扇状地見学   �

8月4日 (金)  東京農業大学 4 大沢崩れ見学   �

8月18日 (金)  神奈川県理科教員 17 扇状地見学  �

8月21日 (月)  山梨県建設業協会 3  概要説明    �

8月23日 (水)  芝川町小学生 2 概要説明    �

8月25日 (金)  富士宮市芝川町婦人防火クラブ 30 概要説明と扇状地見学 �

9月1日 (金)  東京農業大学 46 概要説明    �

9月6日 (水)  富士宮市地域女性連絡会(広聴広報課) 39 概要説明と扇状地見学 �

9月7日 (木)  石川県土木企業委員会 14 扇状地見学    �

9月9日 (土)  三島市教育委員会主催イベント 45 扇状地見学    �

9月12日 (火)  富士見ヶ丘区　富士見会(高齢者学級) 25 扇状地見学    �

9月13日 (水)  御殿場養護学校　高等部 41 扇状地見学    �

9月14日 (木)  富士常葉大学 27 大沢崩れ見学    �

9月19日 (火)  北山財産区 20 大沢崩れ見学    �

9月29日 (金)  静岡大学農学部 31 概要説明と扇状地見学�

天竜川右岸の堤防決壊現場�

平成17年度 富士山 猪の窪沢渓流保全工工事（富嶽経常建設共同企業体）�

砂防資料館内のパネル展示�砂防資料館の外観�

富士山宝永火口にて撮影�

「富士砂防事務所インフォメーション」�
　　　～ＦＭラジオにて情報発信中～�

～富士山の基礎知識、富士砂防事務所が開催するイベント情報、防災情報等～��
コミュニティＦＭ「Radio-f」（84.4MHz）　毎週水曜日　17：40頃から5分間��
「富士山について、こんな話を聞きたい」といったリクエストやお便りを募集しています。�
宛先など詳しい情報はラジオｆホームページ(www.radio-f.jp)より、「富士砂防事務所インフォメーション」係までお願いします。�

※本誌は再生紙と環境にやさしいインクを使用しています。�
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「ムーンライト富士」月が富士山の上に出ている情景（御殿場市足柄峠より）�

写真提供／渡井　豊 氏�

三日月と富士（富士宮市人穴の東側より）�

一般者 多数 気象協会主催台風フェアー�

�

　富士砂防事務所では、平成18年7月19日（水）に決壊した、天竜
川右岸（長野県上伊那郡箕輪町松島北島地先）堤防箇所の浸食の
拡大を防止するための応急復旧の支援のため、大沢扇状地に備蓄
しているブロックの搬送を行いました。��
・搬送資材　5ｔブロック　347個�
・運搬期間　7月20日～7月22日�

　9月25日（月）、富士河口湖町の観光施設「西湖いやしの里　根場」
に砂防資料館がオープンし
ました。富士砂防事務所では、
この砂防資料館にパネル等
の展示を行っています。�

　9月4日（月）
～8日（金）まで
の１週間、全国か
ら5人の大学生
が富士砂防事務
所の砂防体験学
習「キャンプ砂防」
に参加しました。
　さまざまな体
験を通して、砂防
事業の役割と意
義について学習
しました。　�

●太陰暦�
　江戸時代まで日本では、月の満ち

欠けの周期を1ヶ月として月日を定

めていました。これを太陰暦と呼び、

月の満ち欠けは平均29.53日、この

ため、現在、地球の公転周期から1年

を定める太陽暦では、1年は365日

ですが、当時1年は354日でした。ま

た、太陽と違い、月は毎年同じ所を通

過せず、およそ16年周期で元の位置

に戻ります。昔の人は、月の様子や位

置からも月日がわかりました。�

●月影の富士の望み方�
　山頂に月が掛かる状態を月影の富

士と呼ばれ、富士山を撮影するカメラ

マンの間でも話題になっています。�

　表紙上の月影の富士は、御殿場市

の足柄峠から2月14日の午前6時

23分頃に撮影されたものです。明け

方の赤富士の上に丸い月が掛かって

いて、とても幻想的な雰囲気になって

います。次に御殿場方面（足柄峠）か

らこのような明け方の「月影の富士」

を望むには、2007年では、2月4日、

9月28日などとなります。�

　表紙右下は、富士宮市人穴の東側

より5月25日の午前4時

30分頃に撮影されたもの

です。�

　月影の富士は日没や月の

出の時間の関係で見える場所、

時間帯が変化していきます。

その為、カメラマンは皆、独

自に、あるいは、インターネ

ットなどを利用して月の動

きを把握しているようです。�

●月と富士山の姿�
　表紙写真の様に、月のク

レーターと、富士山の山肌がはっきり

見えるように撮影するには、コツがあ

ります。月は満月よりも十三夜がベス

トと言われ、時刻も日没5分前が、太

陽に赤く染められた山肌がくっきり現

れた状態で月も望めます。このよう

な条件を満たさなければ見ることの

出来ない月影の富士は、一見する価

値がある景色のひとつではないでし

ょうか。�
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 本門寺用水開発の由来�
　天正10年（1582）3月、徳川家康
は武田勝頼との戦いの際、北山に宿
泊した折に、そこで北山本門寺貫首
日出上人と出会い、家康は上人の「日
出」という名に武運ありと感じ、御本
尊を貸り受けました。�
　戦いの最中、武田方の撃った弾丸
が御本尊の花押に当たり、家康は難
を免れる事が出来ました。�
　同年5月、武田との戦いを制した家
康は御本尊返却の折、日出上人に「所
望する物があれば何なりと申し出ら
れよ」と感謝の気持ちを表しました。
日出上人は、当地が水に恵まれず生
活が苦しいことを訴え、用水路の開
発を請願しました。家康は直ちに井
出甚之助正次に用水路を通すよう命じ、
同年8月1日に工事を始め、内野横手
沢より堀幅は3間（約5.4ｍ）・全長2
里（7.9ｋｍ）余りの用水が、11月15
日には完成しました。�
�
 本門寺用水の恵み�
　本門寺用水は、※1天水場の村々を
水の豊かな村々へと変え、生産性の
低い畑作地帯を水田稲作地へ変える

など、様々な地域の可能性を引き出
してきました。さらには、用水に掛け
られた水車の動力によって社会生活
や食文化の変革をもたらし、本門寺
用水流域の集落規模の拡大・生活水
準の向上などに大きく貢献しました。�
�
 富士山の砂防工事と�
 本門寺用水�
　富士山には多数の浸食谷があり、「八
百八沢」と呼ばれ、その最大のもの
が大沢川（無間ヶ谷沢）で、その浸食
は山頂付近の大崩壊地「大沢崩れ」
から始まっています。富士山の沢は、
ほとんどが涸沢ですが、一旦大雨が
降ると土石流が発生する危険な沢です。
本門寺用水の維持管理は、大沢川（潤
井川）・猪の窪川・邯鄲沢・竹沢・大久
保沢等に発生する激しい土石流との
戦いでもありました。�
　昭和44年から国土交通省により
大沢川をはじめとして、富士山南西
山麓の砂防事業が進められ、今では
土石流は砂防えん堤や、沈砂地、遊砂
地で受け止められ、下流への被害は
少なくなってきました。平成12年に
大沢崩れから発生した土石流では、
下流の砂防施設で観測史上最大の
28万m3もの土砂をおさえました。�
　麓の安全が確保されてきたことに
より、本門寺用水では長年苦労してき
た土石流による※2掛樋や※3埋樋の破
損や、用水路を埋める土砂などの被
害が少なくなってきました。さらに、
潤井川流路工の完成によって、広い
河原を渡さなくてはならない本門寺
用水の難所、「上井出河原（潤井川）」
の河道が定まり、堅固なサイホン（埋樋）
が川底に敷設されました。そして、猪

の窪川も沈砂地工や河道改修工事な
ど一連の砂防工事に伴い、埋樋が改
修されました。�
　このように近年の砂防工事の進展
によって、本門寺用水は土石流災害
が減少したのみでなく、埋樋の改修
工事がなされ、用水の安全性が向上
しました。�
�
 本門寺用水顕彰祭�
　本門寺用水顕彰祭は、「本門寺用
水ができ、地域が発展し、今日の我々
の生活がある」ということを感謝す
る為の記念式典で50年に1回行わ
れています。�
　北山用水運営協力委員会は、平成
18年9月3日（土）、北山本門寺にお
いて、本門寺用水50年顕彰祭の記念
式典を行いました。�
　当日は天候にも恵まれ、地元関係者、
地元小中学生など200名以上の方々
が出席しました。�

　本門寺執事長による法要に始まり、
本門寺伝承の奉納太鼓を起源とする
重須孝行太鼓の演奏や、用水記念碑
の除幕式が行われました。�
　式典後には、本門寺用水50年顕彰
祭の執り行われた意味を次代を担う
地元小中学生にわかりやすく説明し、
「次の50年後もどうか引き継いで開
催して下さい」との心のこもった挨
拶もありました。�

�

　400年以上にわたり富士山南西麓に
潤いをもたらし続け、現在も色々な役割
をはたし続ける本門寺用水を紹介してい
きます。�
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孝行太鼓の演奏�

地元の小中学校の生徒たち�

孝行太鼓の演奏�

本門寺用水分水口�本門寺用水分水口� 地元の小中学校の生徒たち�

※1 天水場…灌漑（かんがい）用水がなく、雨水に頼って耕作する地帯のこと。　※2 掛樋…樋（とい）を地上に設けて水を引く装置　※3 埋樋…掛樋の逆で地下に樋を敷設する方法�

本門寺用水絵図�
（旧北山村文書）�

本妙寺水門�
　北山・山宮分水口�
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 本門寺用水開発の由来�
　天正10年（1582）3月、徳川家康
は武田勝頼との戦いの際、北山に宿
泊した折に、そこで北山本門寺貫首
日出上人と出会い、家康は上人の「日
出」という名に武運ありと感じ、御本
尊を貸り受けました。�
　戦いの最中、武田方の撃った弾丸
が御本尊の花押に当たり、家康は難
を免れる事が出来ました。�
　同年5月、武田との戦いを制した家
康は御本尊返却の折、日出上人に「所
望する物があれば何なりと申し出ら
れよ」と感謝の気持ちを表しました。
日出上人は、当地が水に恵まれず生
活が苦しいことを訴え、用水路の開
発を請願しました。家康は直ちに井
出甚之助正次に用水路を通すよう命じ、
同年8月1日に工事を始め、内野横手
沢より堀幅は3間（約5.4ｍ）・全長2
里（7.9ｋｍ）余りの用水が、11月15
日には完成しました。�
�
 本門寺用水の恵み�
　本門寺用水は、※1天水場の村々を
水の豊かな村々へと変え、生産性の
低い畑作地帯を水田稲作地へ変える

など、様々な地域の可能性を引き出
してきました。さらには、用水に掛け
られた水車の動力によって社会生活
や食文化の変革をもたらし、本門寺
用水流域の集落規模の拡大・生活水
準の向上などに大きく貢献しました。�
�
 富士山の砂防工事と�
 本門寺用水�
　富士山には多数の浸食谷があり、「八
百八沢」と呼ばれ、その最大のもの
が大沢川（無間ヶ谷沢）で、その浸食
は山頂付近の大崩壊地「大沢崩れ」
から始まっています。富士山の沢は、
ほとんどが涸沢ですが、一旦大雨が
降ると土石流が発生する危険な沢です。
本門寺用水の維持管理は、大沢川（潤
井川）・猪の窪川・邯鄲沢・竹沢・大久
保沢等に発生する激しい土石流との
戦いでもありました。�
　昭和44年から国土交通省により
大沢川をはじめとして、富士山南西
山麓の砂防事業が進められ、今では
土石流は砂防えん堤や、沈砂地、遊砂
地で受け止められ、下流への被害は
少なくなってきました。平成12年に
大沢崩れから発生した土石流では、
下流の砂防施設で観測史上最大の
28万m3もの土砂をおさえました。�
　麓の安全が確保されてきたことに
より、本門寺用水では長年苦労してき
た土石流による※2掛樋や※3埋樋の破
損や、用水路を埋める土砂などの被
害が少なくなってきました。さらに、
潤井川流路工の完成によって、広い
河原を渡さなくてはならない本門寺
用水の難所、「上井出河原（潤井川）」
の河道が定まり、堅固なサイホン（埋樋）
が川底に敷設されました。そして、猪

の窪川も沈砂地工や河道改修工事な
ど一連の砂防工事に伴い、埋樋が改
修されました。�
　このように近年の砂防工事の進展
によって、本門寺用水は土石流災害
が減少したのみでなく、埋樋の改修
工事がなされ、用水の安全性が向上
しました。�
�
 本門寺用水顕彰祭�
　本門寺用水顕彰祭は、「本門寺用
水ができ、地域が発展し、今日の我々
の生活がある」ということを感謝す
る為の記念式典で50年に1回行わ
れています。�
　北山用水運営協力委員会は、平成
18年9月3日（土）、北山本門寺にお
いて、本門寺用水50年顕彰祭の記念
式典を行いました。�
　当日は天候にも恵まれ、地元関係者、
地元小中学生など200名以上の方々
が出席しました。�

　本門寺執事長による法要に始まり、
本門寺伝承の奉納太鼓を起源とする
重須孝行太鼓の演奏や、用水記念碑
の除幕式が行われました。�
　式典後には、本門寺用水50年顕彰
祭の執り行われた意味を次代を担う
地元小中学生にわかりやすく説明し、
「次の50年後もどうか引き継いで開
催して下さい」との心のこもった挨
拶もありました。�

�

　400年以上にわたり富士山南西麓に
潤いをもたらし続け、現在も色々な役割
をはたし続ける本門寺用水を紹介してい
きます。�
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孝行太鼓の演奏�

地元の小中学校の生徒たち�

孝行太鼓の演奏�

本門寺用水分水口�本門寺用水分水口� 地元の小中学校の生徒たち�

※1 天水場…灌漑（かんがい）用水がなく、雨水に頼って耕作する地帯のこと。　※2 掛樋…樋（とい）を地上に設けて水を引く装置　※3 埋樋…掛樋の逆で地下に樋を敷設する方法�

本門寺用水絵図�
（旧北山村文書）�

本妙寺水門�
　北山・山宮分水口�
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月影の富士「ムーンライト富士」�月影の富士「ムーンライト富士」�

富士宮砂防出張所 技術係長�
　　　　　小柳　正明�

「ふじあざみ」に掲載している内容・データ等は、現時点までに得ている調査結果を基にしています。�
　今後の調査等の進展により、内容の一部または全部に変更が生じる場合もあります。�

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。�富士山に関する古い写真・資料等をお持ちの方、�また災害体験をされた方の情報の提供をお願いいたします。�

TEL.0544-27-5221

■富士宮砂防出張所�
〒418-0103　静岡県富士宮市上井出1321-9�
TEL.0544-54-0236

インターネット  http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/■国土交通省富士砂防事務所�
〒418-0004　静岡県富士宮市三園平1100�
担当／総務課長・小川、または調査課長・石原まで�

9月25日「西湖いやしの里　根場」�
砂防資料館オープン�

災害復旧支援協力会社への感謝状授与�

キャンプ砂防2006 in 富士山�

天竜川（長野県箕輪町）における��
堤防決壊箇所の応急復旧支援�

夏休み　富士山大沢扇状地　自然観察会�
雨天による中止のご報告�

富士山総合学習及び現地見学会等結果報告�

平成17年度　優良工事表彰�

　9月11日（月）富士砂防事務所は、平成18年7月豪雨による天竜
川の災害に際し、迅速な対応で災害復旧資材の運搬に貢献された
協力会社に感謝状を授与しました。��
　協力会社名：佐野藤建設（株）／（株）望月建設／（株）小松建設�

　9月11日（金）、富士砂防事務所が発注し、平成17年度中に完成
した工事において、特に優秀な成績をおさめた施工者に優良工事
表彰を行いました。��
・優良工事施工者 富嶽経常建設共同企業体�
 （代表者：（株）小松建設、構成員：（株）望月建設）�
・優良業務請負者 国土防災技術（株）��
・優良技術者（工事）� 西武建設（株）名古屋支店　中野伊佐男氏��
・安全工事施工者� 西武建設（株）��
・下請業者への感謝状授与　（有）竹川建設�

　8月9日（水）に予定されていた「夏休み　富士山大沢扇状地　自
然観察会」は、雨天の為、中止となりました。�

私が担当しています�

　大沢川扇状地等の砂防工事現場の
担当をしております。�
　大沢扇状地では、大沢崩れより発生
する土石流を扇状地内の砂防施設に
より土砂を堆積させ、下流域の災害を
防止する工事を行っております。�

　これからも富士山南西山麓を土砂災害から守る砂防
事業を実施していきます。�

実施日� 参加人数�見学者等� 行事内容�

7月18日 (火)  JICA各国 10 概要説明と扇状地見学�

7月20日 (木)  阿幸地区　阿幸地クラブ(高齢者学級) 50 概要説明（出前講演）   �

7月21日 (金)�

    22日 (土)   �

7月27日 (木)  静岡新聞　富士宮支局 1 取材�

7月27日 (木)  子ども富士川流域交流会 101 扇状地見学    �

7月29日 (土)  静岡市建設業協会 40 扇状地見学    �

7月29日 (土)  一般者 多数 富士吉田市制祭パネル展 �

8月1日 (火)  県立富士高校理数科 40 大沢崩れ見学  �

8月2日 (水)  富士常葉大学（教職員） 12 大沢崩れ見学    �

8月2日 (水)  富士常葉大学（教職員） 13 扇状地見学    �

8月3日 (木)  日本大学地球システム化学科 21 概要説明と扇状地見学 �

8月3日 (木)  東京農業大学 4 扇状地見学   �

8月4日 (金)  東京農業大学 4 大沢崩れ見学   �

8月18日 (金)  神奈川県理科教員 17 扇状地見学  �

8月21日 (月)  山梨県建設業協会 3  概要説明    �

8月23日 (水)  芝川町小学生 2 概要説明    �

8月25日 (金)  富士宮市芝川町婦人防火クラブ 30 概要説明と扇状地見学 �

9月1日 (金)  東京農業大学 46 概要説明    �

9月6日 (水)  富士宮市地域女性連絡会(広聴広報課) 39 概要説明と扇状地見学 �

9月7日 (木)  石川県土木企業委員会 14 扇状地見学    �

9月9日 (土)  三島市教育委員会主催イベント 45 扇状地見学    �

9月12日 (火)  富士見ヶ丘区　富士見会(高齢者学級) 25 扇状地見学    �

9月13日 (水)  御殿場養護学校　高等部 41 扇状地見学    �

9月14日 (木)  富士常葉大学 27 大沢崩れ見学    �

9月19日 (火)  北山財産区 20 大沢崩れ見学    �

9月29日 (金)  静岡大学農学部 31 概要説明と扇状地見学�

天竜川右岸の堤防決壊現場�

平成17年度 富士山 猪の窪沢渓流保全工工事（富嶽経常建設共同企業体）�

砂防資料館内のパネル展示�砂防資料館の外観�

富士山宝永火口にて撮影�

「富士砂防事務所インフォメーション」�
　　　～ＦＭラジオにて情報発信中～�

～富士山の基礎知識、富士砂防事務所が開催するイベント情報、防災情報等～��
コミュニティＦＭ「Radio-f」（84.4MHz）　毎週水曜日　17：40頃から5分間��
「富士山について、こんな話を聞きたい」といったリクエストやお便りを募集しています。�
宛先など詳しい情報はラジオｆホームページ(www.radio-f.jp)より、「富士砂防事務所インフォメーション」係までお願いします。�

※本誌は再生紙と環境にやさしいインクを使用しています。�
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「ムーンライト富士」月が富士山の上に出ている情景（御殿場市足柄峠より）�

写真提供／渡井　豊 氏�

三日月と富士（富士宮市人穴の東側より）�

一般者 多数 気象協会主催台風フェアー�

�

　富士砂防事務所では、平成18年7月19日（水）に決壊した、天竜
川右岸（長野県上伊那郡箕輪町松島北島地先）堤防箇所の浸食の
拡大を防止するための応急復旧の支援のため、大沢扇状地に備蓄
しているブロックの搬送を行いました。��
・搬送資材　5ｔブロック　347個�
・運搬期間　7月20日～7月22日�

　9月25日（月）、富士河口湖町の観光施設「西湖いやしの里　根場」
に砂防資料館がオープンし
ました。富士砂防事務所では、
この砂防資料館にパネル等
の展示を行っています。�

　9月4日（月）
～8日（金）まで
の１週間、全国か
ら5人の大学生
が富士砂防事務
所の砂防体験学
習「キャンプ砂防」
に参加しました。
　さまざまな体
験を通して、砂防
事業の役割と意
義について学習
しました。　�

●太陰暦�
　江戸時代まで日本では、月の満ち

欠けの周期を1ヶ月として月日を定

めていました。これを太陰暦と呼び、

月の満ち欠けは平均29.53日、この

ため、現在、地球の公転周期から1年

を定める太陽暦では、1年は365日

ですが、当時1年は354日でした。ま

た、太陽と違い、月は毎年同じ所を通

過せず、およそ16年周期で元の位置

に戻ります。昔の人は、月の様子や位

置からも月日がわかりました。�

●月影の富士の望み方�
　山頂に月が掛かる状態を月影の富

士と呼ばれ、富士山を撮影するカメラ

マンの間でも話題になっています。�

　表紙上の月影の富士は、御殿場市

の足柄峠から2月14日の午前6時

23分頃に撮影されたものです。明け

方の赤富士の上に丸い月が掛かって

いて、とても幻想的な雰囲気になって

います。次に御殿場方面（足柄峠）か

らこのような明け方の「月影の富士」

を望むには、2007年では、2月4日、

9月28日などとなります。�

　表紙右下は、富士宮市人穴の東側

より5月25日の午前4時

30分頃に撮影されたもの

です。�

　月影の富士は日没や月の

出の時間の関係で見える場所、

時間帯が変化していきます。

その為、カメラマンは皆、独

自に、あるいは、インターネ

ットなどを利用して月の動

きを把握しているようです。�

●月と富士山の姿�
　表紙写真の様に、月のク

レーターと、富士山の山肌がはっきり

見えるように撮影するには、コツがあ

ります。月は満月よりも十三夜がベス

トと言われ、時刻も日没5分前が、太

陽に赤く染められた山肌がくっきり現

れた状態で月も望めます。このよう

な条件を満たさなければ見ることの

出来ない月影の富士は、一見する価

値がある景色のひとつではないでし

ょうか。�
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